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■
は
じ
め
に

立
山
連
峰
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
間

ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
雪
が
存
在
す
る
。
春

の
立
山
の
風
物
詩
で
あ
る
雪
の
大
谷

「
雪
の
壁
」
は
季
節
積
雪
で
あ
る
が
、
稜

線
付
近
に
は
多
年
性
雪
渓
が
分
布
す
る
。

最
近
の
研
究
か
ら
、
と
く
に
規
模
が
大

き
な
多
年
性
雪
渓
の
な
か
に
は
、
日
本

で
唯
一
の
現
存
す
る
氷
河
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
立
山
連
峰
の
知
ら
れ

ざ
る
雪
の
姿
を
眺
め
て
み
よ
う
。

■
1
年
間
の
積
雪

図
1
に
、
立
山
西
斜
面
に
沿
っ
た
平

野
か
ら
立
山
ま
で
の
積
雪
深
の
季
節
変

化
を
示
す
。
雪
に
覆
わ
れ
た
期
間
を
み

る
と
、
標
高
10
㍍
の
富
山
市
内
で
は
1

月
か
ら
3
月
中
旬
ま
で
だ
が
、
標
高
２

４
５
０
㍍
の
室
堂
平
で
は
10
月
か
ら
7

月
中
旬
ま
で
と
な
り
、
な
ん
と
9
ヵ
月

間
も
地
面
が
顔
を
出
さ
な
い
こ
と
に
な

る
。ま

た
、
一
般
に
標
高
が
増
す
ほ
ど
積

今
年
４
月
、立
山
連
峰
・
剱
岳
に
あ
る
３
つ
の
万
年
雪
「
御
前
沢
雪
渓
」「
小

窓
雪
渓
」「
三
ノ
窓
雪
渓
」が
、日
本
初
の
、現
在
も
活
動
す
る
氷
河
で
あ
る
と

学
術
的
に
認
め
ら
れ
た
。立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
で
は
２
０
０
９
年
か

ら
調
査
を
続
け
、今
回
の
発
表
に
至
っ
た
。調
査
の
中
心
と
な
っ
た
飯
田
肇
会

員
に
、立
山
連
峰
の
積
雪
お
よ
び
、３
つ
の
氷
河
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
う
。

立
山
連
峰
の
積
雪
と
氷
河
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雪
深
が
増
え
、
富
山
市
の
最
大
積
雪
深

が
71
㌢
な
の
に
対
し
、
室
堂
平
で
は
８

７
０
㌢
で
、
10
倍
以
上
の
値
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
標
高
１
０
０
０
㍍
の
美

女
平
で
は
４
５
０
㌢
で
、
ち
ょ
う
ど
中

間
の
値
を
示
す
。

春
の
立
山
の
風
物
詩
は
、
雪
の
大
谷

「
雪
の
壁
」
だ（
写
真
1
）。
雪
の
大
谷
は

室
堂
平
で
も
と
く
に
積
雪
が
多
い
場
所

で
、
そ
の
積
雪
深
は
15
〜
20
㍍
に
も
達

す
る
。
立
山
の
よ
う
な
高
山
で
は
雪
は

風
を
伴
っ
て
降
る
た
め
、
風
で
雪
が
吹

き
飛
ば
さ
れ
る
場
所
（
吹
き
払
い
）
と
、

風
に
運
ば
れ
た
雪
が
溜
ま
る
場
所
（
吹

き
だ
ま
り
）
が
で
き
る
。
雪
の
大
谷
は

典
型
的
な
吹
き
だ
ま
り
で
あ
る
た
め
、

降
雪
と
飛
雪
が
合
わ
さ
り
多
量
の
積
雪

深
と
な
る
。
ま
さ
に
世
界
で
も
有
数
の

豪
雪
地
帯
で
あ
る
。　
　
　

図
2
に
、
レ
ザ
ー
ス
キ
ャ
ン
測
量
で

計
測
さ
れ
た
雪
の
大
谷
付
近
の
積
雪
深

分
布
を
示
す
（iida

，
２
０
０
８
）。
こ

れ
よ
り
、雪
の
大
谷（
図
2
内「
A
」印
）

で
は
積
雪
深
が
15
〜
20
㍍
と
な
っ
て
い

る
が
、
す
ぐ
西
側
の
尾
根
部
で
は
1
㍍

程
度
で
あ
り
、
大
き
な
差
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
積
雪
深
が
風
上
側
の
尾
根
で

少
な
く
風
下
側
の
谷
で
多
い
傾
向
は
、

立
山
全
体
に
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目

し
た
い
の
は
、
雪
の
壁
の
積
雪
は
晩
夏

か
ら
初
秋
ま
で
に
す
べ
て
融
け
て
消
失

し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
多
量
に
積
も
り

多
量
に
融
け
る
こ
と
が
立
山
の
積
雪
の

大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
立
山
の
降
雪
量
（
冬
期

降
水
量
）
は
ど
の
よ
う
に
測
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

高
山
で
は
珍
し
く
平
坦
な
室
堂
平

の
積
雪
深
は
、
そ
の
付
近
の
降
水
量
を

反
映
し
た
平
均
的
な
値
を
示
す
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
室
堂
平
の
平
坦
部

に
お
い
て
積
雪
深
を
多
点
で
測
定
し
、

そ
の
平
均
値
を
示
す
地
点
で
毎
春
3
月

下
旬
（
最
大
積
雪
深
時
期
）
に
積
雪
断

面
観
測
を
実
施
し
て
い
る
。

図
3
に
２
０
０
２
年
か
ら
２
０
０

７
年
ま
で
の
観
測
結
果
を
示
す
。
室
堂

平
の
最
大
積
雪
深
は
6
㍍
〜
9
㍍
で
推

移
し
て
い
る
。
ま
た
、
室
堂
平
の
雪
の

密
度
は
４
０
０
㌔
／
平
方
㍍
〜
５
０
０

㌔
／
平
方
㍍
に
達
す
る
。
こ
れ
よ
り
冬

期
降
水
量
を
求
め
る
と
、
5
年
間
の
最

大
値
は
２
０
０
３
年
冬
期
の
４
３
４
５

㍉
、
最
小
値
は
２
０
０
４
年
冬
期
の
２

７
５
９
㍉
と
な
っ
た
。
5
冬
期
間
平
均

す
る
と
３
２
６
４
㍉
で
、
冬
期
の
雪
だ

け
で
も
３
０
０
０
㍉
を
超
す
降
水
量
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
富
山
市
の
年
降

水
量
の
平
年
値
は
２
２
４
５
㍉
で
、
室

堂
平
の
冬
の
雪
だ
け
で
富
山
市
の
2
年

分
の
降
水
量
に
あ
た
る
。

■
多
年
性
雪
渓

立
山
連
峰
の
３
０
０
０
㍍
級
の
主

稜
線
の
東
側
に
は
と
く
に
積
雪
が
多
い

地
帯
が
存
在
す
る
。
冬
期
の
間
、
北
西

の
季
節
風
と
と
も
に
降
雪
が
も
た
ら
さ

れ
る
た
め
、
稜
線
の
風
下
側
に
多
量
の

吹
き
だ
ま
り
が
発
生
し
、
さ
ら
に
雪
崩

に
よ
る
堆
積
が
加
わ
っ
て
そ
の
積
雪
深

は
20
㍍
以
上
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な

場
所
で
は
、
積
雪
は
越
年
し
て
残
り
続

け
る
。
こ
れ
を
「
多
年
性
雪
渓
」と
呼
ん

で
い
る
。
立
山
連
峰
に
は
、
御
前
沢
雪

渓
、
内
蔵
助
雪
渓
、
剱
沢
雪
渓
、
三
ノ

窓
雪
渓
、
小
窓
雪
渓
な
ど
の
多
年
性
雪

渓
が
あ
り
、
日
本
で
一
番
多
く
分
布
し

の 付 近 の 降 水 量 を 反 映 し た 平

均 的 な 値 を 示 す と 考 え ら れ る 。

そ こ で 、室

堂 平 の 平

坦 部 に お

い て 積 雪

深 を 多 点

で 測 定 し 、

そ の 平 均

値 を 示 す

地 点 で 毎

春 3 月 下 旬 （ 最 大 積 雪 深 時 期 ）

に 積 雪 断 面 観 測 を 実 施 し て い

る 。 図 3 に 2 0 0 2 年 か ら 2 0 0 7 年

ま で の 観 測 結 果 を 示 す 。 室 堂 平

の 最 大 積 雪 深 は 6 m ～ 9 m で 推 移

し て い る 。 ま た 、 室 堂 平 の 雪 の

密 度 は 4 0 0  k g / m 3 ～ 5 0 0 k g / m 3 に

達 す る 。 こ れ よ り 冬 期 降 水 量 を

求 め る と 、 5 年 間 の 最 大 値 は

2 0 0 3 年 冬 期 の 4 3 4 5 m m 、 最 小 値

は 2 0 0 4 年 冬 期 の 2 7 5 9 m m と な っ

た 。 5 冬 期 間 平 均 す る と 3 2 6 4 m m

で 、 冬 期 の 雪 だ け で も 3 0 0 0 m m

を 超 す 降 水 量 が あ る こ と が わ

か る 。 富 山 市 の 年 降 水 量 の 平 年

値 は 2 2 4 5 m m で 、 室 堂 平 の 冬 の

雪 だ け で 富 山 市 の 2 年 分 の 降 水

量 に あ た る 。  
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図 3  室 堂 平 の 積 雪 深 と 冬図3　室堂平の積雪深と冬期降水量

写真1　雪の大谷「雪の壁」 図2　室堂平（2450m）の積雪深分布
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て
い
る
。

規
模
の
大
き
な
多
年
性
雪
渓
の
ひ

と
つ
で
あ
る
内
蔵
助
雪
渓
で
は
、
氷
体

の
詳
し
い
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

内
蔵
助
雪
渓
は
、
立
山
（
３
０
１
５
㍍
）

東
面
の
内
蔵
助
カ
ー
ル
内
に
位
置
し
、

下
部
に
厚
さ
30
㍍
に
も
及
ぶ
氷
体
が
存

在
す
る（
写
真
2
）。
末
端
に
は
氷
河
が

存
在
し
た
証
拠
と
な
る
エ
ン
ド
モ
レ
ー

ン
が
み
ら
れ
る
。
残
雪
が
少
な
い
年
の

10
月
、
大
き
さ
が
最
小
に
な
る
頃
に
雪

渓
を
訪
ね
る
と
、
ま
る
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

氷
河
の
よ
う
な
景
観
だ
。
雪
渓
表
面
に

氷
が
露
出
し
、
幾
筋
も
の
水
流
が
み
ら

れ
る
。
水
の
集
ま
る
所
に
は
氷
の
縦
穴

（
ム
ー
ラ
ン
）が
数
十
個
口
を
開
け
て
い

て
深
さ
は
20
㍍
に
達
す
る
。

名
古
屋
大
学
な
ど
に
よ
っ
て
ム
ー

ラ
ン
に
潜
っ
て
の
調
査
が
実
施
さ
れ
た

（
写
真
3
）
と
こ
ろ
、
穴
の
内
壁
か
ら
は
、

何
層
も
の
透
明
氷
の
層
や
汚
れ
層
が
見

つ
か
っ
た
（
写
真
4
）。
ま
た
、
5
㍍
の

深
さ
を
境
に
氷
中
に
不
整
合
面
が
存
在

し
、
そ
の
上
部
で
は
氷
の
結
晶
粒
が
小

さ
く
、
雪
渓
表
面
に
近
い
水
平
な
層
構

造
を
し
て
い
る
が
、
下
部
で
は
40
度
以

上
の
急
傾
斜
で
下
流
方
向
に
せ
り
上
が

り
、
氷
の
結
晶
粒
も
飛
躍
的
に
大
き
く

な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
底
部
で
は
、
底

の
岩
石
が
氷
の
層
に
沿
っ
て
持
ち
上
げ

ら
れ
た
、
氷
河
の
流
動
の
痕
跡
を
示
す

ス
ラ
ス
ト
構
造
も
み
ら
れ
た
（
飯
田
他
、

１
９
９
０
）。

さ
ら
に
、
底
近
く
の
氷
中
か
ら
木
片

及
び
葉
片
を
採
取
し
年
代
測
定
を
行
な

っ
た
と
こ
ろ
、
約
１
７
０
０
年
前
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
不
整
合
面
の
少

し
下
の
層
よ
り
採
取
さ
れ
た
木
片
は
約

９
０
０
年
前
と
い
う
結
果
を
示
し
た

（
樋
口
他
、
１
９
８
８
）。
こ
れ
ら
の
結

果
か
ら
、
下
部
の
氷
体
は
約
９
０
０
〜

１
７
０
０
年
前
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
、
日
本
最
古
の
氷
河

氷
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
よ
り
、
内
蔵
助
雪
渓
は
か
つ

て
存
在
し
た
氷
河
の
氷
が
融
け
き
ら
ず

に
残
存
し
て
い
る
、
い
わ
ば
「
氷
河
の

化
石
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
内
蔵
助
雪
渓
で
は
氷
体
の

流
動
が
観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
存
す

る
氷
河
と
確
認
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

■
現
存
す
る
氷
河

氷
河
と
は
、「
重
力
に
よ
っ
て
長
期

間
に
わ
た
り
連
続
し
て
流
動
す
る
雪
氷

体
」（
日
本
雪
氷
学
会
編
『
雪
と
氷
の
辞

典
』、
２
０
０
５
年
）
と
定
義
さ
れ
、
厚

い
氷
体
を
も
つ
こ
と
、
氷
体
が
流
動
し

て
い
る
こ
と
が
そ
の
条
件
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
立
山
連
峰
の
多
年
性
雪

渓
の
な
か
に
氷
河
は
現
存
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
立

山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
の
研
究
チ
ー

ム
（
福
井
幸
太
郎
、
飯
田…

肇
）
は
、
立

山
連
峰
に
存
在
す
る
多
年
性
雪
渓
の
な

か
で
と
く
に
厚
い
氷
体
を
も
つ
、
立
山

東
面
の
御
前
沢
雪
渓
（
写
真
5
）、
剱
岳

東
面
の
三
ノ
窓
雪
渓
、
小
窓
雪
渓
（
写

真
6
）
に
お
い
て
氷
の
厚
さ
と
流
動
の

観
測
を
実
施
し
た
。

剱
岳
に
あ
る
小
窓
雪
渓
お
よ
び
三

ノ
窓
雪
渓
で
は
、
２
０
１
１
年
6
月
に

ア
イ
ス
レ
ー
ダ
ー
観
測
を
行
な
い
、
厚

写真6　三ノ窓雪渓・小窓雪渓 写真5　御前沢雪渓

写真2　内蔵助雪渓全景写真3　ムーランの観測写真4　内部層構造
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さ
30
㍍
以
上
、
長
さ
９
０
０
〜
１
２
０

０
㍍
に
達
す
る
日
本
最
大
級
の
長
大
な

氷
体
の
存
在
を
確
認
し
た
（
図
4
）。

ま
た
、
同
年
9
〜
10
月
に
行
な
っ
た

高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
流
動
観
測
の

結
果
、
小
窓
、
三
ノ
窓
両
雪
渓
の
氷
体

で
は
、
1
ヵ
月
間
に
最
大
30
㌢
を
超
え

る
比
較
的
大
き
な
水
平
方
向
の
流
動
が

観
測
さ
れ
た
（
図
5
）。
流
動
観
測
を
行

な
っ
た
秋
の
時
期
は
融
雪
末
期
に
あ
た

り
、
積
雪
荷
重
が
も
っ
と
も
小
さ
く
流

動
速
度
が
1
年
で
も
っ
と
も
小
さ
い
時

期
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
小
窓
雪
渓
お
よ
び
三
ノ
窓
両
雪
渓

は
、
日
本
で
は
未
報
告
で
あ
っ
た
現
存

す
る
「
氷
河
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

立
山
東
面
の
御
前
沢
雪
渓
で
は
、
２

０
０
９
年
秋
に
ア
イ
ス
レ
ー
ダ
ー
観
測

を
行
な
い
、
雪
渓
下
流
部
に
厚
さ
27
㍍
、

長
さ
約
４
０
０
㍍
の
氷
体
を
確
認
し
た
。

２
０
１
０
年
と
１１
年
の
秋
に
高
精
度
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
使
っ
て
氷
体
の
流
動
観
測
を
行

な
っ
た
結
果
、
誤
差
以
上
の
有
意
な
水

平
方
向
の
流
動
が
観
測
さ
れ
た
。
流
動

速
度
は
1
ヵ
月
あ
た
り
10
㌢
以
下
と
小

さ
い
も
の
の
、
２
年
連
続
で
秋
の
時
期

に
流
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
前
沢

雪
渓
も
現
存
す
る
「
氷
河
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
日
本
雪
氷
学
会

に
学
術
論
文
と
し
て
投
稿
、
受
理
さ
れ
、

立
山
・
剱
岳
の
3
つ
の
多
年
性
雪
渓
は

現
存
す
る
氷
河
と
学
術
的
に
認
め
ら
れ

た
（
福
井
・
飯
田
、
２
０
１
２
）。

こ
れ
に
よ
り
、
極
東
地
域
の
氷
河
の

南
限
が
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
か
ら
立

山
ま
で
大
き
く
南
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
立
山

連
峰
の
雪
は
、
そ
の
量
、
質
、
時
間
ス

ケ
ー
ル
で
国
内
に
比
類
の
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
特
色
を
も
つ
。
ま
た
、
世
界
的
に

見
て
も
、
ひ
と
冬
で
20
㍍
近
く
積
も
っ

た
雪
が
ひ
と
夏
で
す
べ
て
融
解
す
る
よ

う
な
現
象
は
た
い
へ
ん
珍
し
い
。
さ
ら

に
、
氷
河
が
現
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
立
山
連
峰
の
雪
氷

の
学
術
的
な
価
値
が
よ
り
高
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
契
機
に
、
ま
だ
未
知
の
部
分

の
多
い
立
山
連
峰
の
雪
氷
に
つ
い
て
の

今
後
の
ま
す
ま
す
の
調
査
研
究
が
期
待

さ
れ
る
。

参
考
文
献

H
ajim
e…IID

A
:C
haracteristics…

of…S
now
…D
istribution…on…the…

W
est…F

acing…S
lope…of…M

t.
T
ateyam

a,…N
orthern…Japanese…

A
lps

（2008

）Proceedings…of…36th…
IA
H
…C
ongress,…T

5,…1-6.

飯
田
肇
・
竹
中
修
平
・
上
田
豊
・

伏
見
碩
二
（
１
９
９
０
）：
北
ア
ル
プ
ス

内
蔵
助
雪
渓
氷
体
の
内
部
構
造
・
樋
口

敬
二
編
：
日
本
最
古
の
化
石
氷
体
（
北

ア
ル
プ
ス
内
蔵
助
沢
）
の
構
造
と
形
状

に
関
す
る
研
究
・
平
成
元
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成

果
報
告
書
、
19
︱
30
・
樋
口
敬
二
・
山

本
勝
弘
・
吉
田
稔
・
大
畑
哲
夫
（
１
９

８
８
）：
北
ア
ル
プ
ス
内
蔵
助
雪
渓
の

下
部
氷
体
の
形
成
年
代
に
つ
い
て
・
名

古
屋
大
学
加
速
器
質
量
分
析
計
業
務
報

告
書
（
１
）、
33
︱
35
・
福
井
幸
太
郎
・

飯
田
肇
（
２
０
１
２
）：
飛
騨
山
脈
、
立

山
・
剱
山
域
の
３
つ
の
多
年
性
雪
渓
の

氷
厚
と
流
動
︱
日
本
に
現
存
す
る
氷
河

の
可
能
性
に
つ
い
て
︱
・
雪
氷
、
88
・

図5　三ノ窓雪渓の氷体の流動量（2011年9月17〜10月18日／31日間） 図4　三ノ窓雪渓の氷体断面図
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２
０
１
２
年
は
、
日
本
山
岳
会
福
島

支
部
創
立
65
周
年
記
念
行
事
と
し
て
初

の
海
外
登
山
を
行
な
い
ま
し
た
。「
個

人
的
希
望
だ
が
」
と
前
置
さ
れ
た
在
日

パ
キ
ス
タ
ン
大
使
の
薦
め
も
あ
り
、「
日

本
・
パ
キ
ス
タ
ン
国
交
樹
立
60
周
年
記

念
、
日
・
パ
合
同
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
」

を
編
成
し
ま
し
た
。
折
か
ら
、
中
国
で

も
同
じ
く
国
交
樹
立
60
周
年
を
記
念
し
、

ス
パ
ン
テ
ィ
ー
ク
合
同
登
山
隊
を
組
織

し
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

福
島
支
部
の
日
本
人
15
名
（
平
均
年

ガ
ン「
ふ
く
し
ま
か
ら
は
じ
め
よ
う
」に

賛
同
し
て
計
画
が
実
現
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。

登
攀
隊
の
日
本
隊
員
３
名
と
パ
キ

ス
タ
ン
隊
員
4
名
は
、
未
踏
峰
（
旧
高

度
６
０
２
８
㍍
）
に
挑
み
、
無
事
初
登

頂
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
の
未
踏
峰
に
つ
い
て
、
幸
い
に
も

シ
ム
シ
ャ
ー
ル
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
、

復
興
を
願
う
ワ
ヒ
語
で
「
ウ
メ
ー
ド
・

イ
・
サ
ー
ル
」（
希
望
の
峰
）
と
命
名
し

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
の
ち
の
登
録
時

に
な
り
、「
ウ
メ
ー
ド
・
イ
・
サ
ー
ル
」

と
い
う
ワ
ヒ
語
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
国

語
に
あ
た
る
ウ
ル
ド
ゥ
語
よ
り
転
化
し

た
言
葉
と
わ
か
り
、
正
式
に
は
「
ウ
メ

ー
ド
・
サ
ー
ル
」
と
い
う
山
名
に
な
り

齢
64
歳
）
と
パ
キ
ス
タ
ン
人
5
名
の
隊

は
、
７
月
上
旬
か
ら
約
1
ヵ
月
間
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
北
部
に
あ
る
シ
ム
シ
ャ
ー

ル
地
域
の
レ
ッ
サ
ー
・
カ
ラ
コ
ル
ム
に

あ
る
約
６
０
０
０
㍍
級
の
未
踏
峰
へ
挑

戦
し
、
併
せ
て
周
辺
一
帯
の
調
査
も
行

な
い
ま
し
た
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
津
波
、
原

発
事
故
発
生
に
よ
り
一
時
は
計
画
の
中

止
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
支
部
会
員

の
後
押
し
も
あ
り
、
被
災
地
を
は
じ
め

東
北
の「
復
興
」を
願
い
、
県
の
ス
ロ
ー

ま
し
た
。

一
方
学
術
隊
は
、
多
く
の
植
物
や
昆

虫
類
を
採
集
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
に

つ
い
て
は
専
門
家
の
協
力
も
得
て
分
類
、

整
理
す
る
予
定
で
す
。
な
お
地
名
と
付

近
の
特
徴
、
標
高
ご
と
の
隊
員
の
動
脈

血
中
酸
素
濃
度
の
比
較
、
ギ
ズ
ー
ル
川

周
辺
の
シ
ー
ナ
語
に
つ
い
て
、
シ
ム
シ

ャ
ー
ル
の
ワ
ヒ
語
の
地
名
の
変
遷
、
地

形
図
の
作
成
な
ど
も
、
併
せ
て
行
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
ウ
メ
ー
ド
・
サ
ー
ル
山
頂
に
は
、

支
部
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
初
代
支
部

長
・
伊
藤
弥
十
郎
氏
と
、計
画
半
ば
に
し

て
急
逝
さ
れ
た
学
術
副
隊
長
・
吉
田
元

氏
の
遺
影
を
納
め
て
き
ま
し
た
。

予
想
を
超
え
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
厳

し
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
熟
年
隊
で
は
計
画

通
り
の
行
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
峰
だ
け
と
は
い
え
初
登
頂
を
み
や
げ

に
全
員
無
事
に
帰
国
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
、
同
時
に
12
月
の
創
立
65
周

年
式
典
に
華
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

隊
の
構
成

本
部
長　

…

大
谷
司

（
日
本
山
岳
会
福
島
支
部　

支
部
長
）

副
本
部
長　

小
林
正
彦

（
日
本
山
岳
会
福
島
支
部　

副
支
部
長
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

福
島
支
部
長　

大
谷
司

カ
ラ
コ
ル
ム
の
未
踏
峰
に
登
頂
し

「
ウ
メ
ー
ド
・
サ
ー
ル
」（
希
望
の
峰
）と
命
名

長いキャラバンでは、馬も使い隊の荷物を運んだ

未踏峰に登頂した隊員たち

3日間あまりにおよぶキャラバンを歩く
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事
務
局
長　

逸
見
征
勝

（
日
本
山
岳
会
福
島
支
部　

事
務
局
長
）

（
日
本
隊
）

総
隊
長　

宮
森
常
雄
、
遠
征
隊
長　

佐

藤
一
夫
、
副
隊
長
兼
総
務　

渡
辺
健
二
、

副
隊
長
兼
登
攀
隊
長　

清
野
義
美
、
登

攀
副
隊
長　

古
川
英
勝

登
攀
隊
員　

渡
部
展
雄
、
小
柳
安
弘
、

齋
藤
喜
市
、
沼
田
渉
、

学
術
隊
長　

佐
々
木
秀
雄
、
学
術
副
隊

長　

熊
谷
鶴
三

学
術
隊
員　

菊
池
道
彦
、
石
井
洋
子
、

三
瓶
恵
子
、
宮
森
優
子

（
パ
キ
ス
タ
ン
隊
）

副
隊
長
兼
登
攀
通
訳　

ノ
ー
ル
・
ウ
ル
・

ア
ミ
ン
以
下
、
通
訳
、
登
攀
メ
ン
バ
ー
、

ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
、
ポ
ー
タ
ー
ほ
か

推
薦
へ
の
経
緯

登
山
活
動
に
お
い
て
地
図
は
必
携

で
あ
る
。
最
近
で
は
、
紙
ベ
ー
ス
か
ら

電
子
化
が
進
み
、
国
土
地
理
院
で
も
数

値
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
な
か
で
、
国
土

地
理
院
で
は
、
電
子
国
土
基
本
図
な
ど

の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
地
理
空
間
情
報

の
高
度
活
用
社
会
に
貢
献
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（G
eographic…Inform

ation…S
ystem

）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
とG

IS

コ
ン
テ
ン
ツ
の

な
か
か
ら
、
優
れ
た
も
の
を
「
電
子
国

土
賞
」
と
し
て
表
彰
す
る
制
度
を
本
年

度
か
ら
発
足
さ
せ
た
。

公
益
法
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て

間
も
な
い
本
会
に
も
、
候
補
者
を
推
薦

す
る
団
体
と
な
る
よ
う
要
請
が
あ
り
、

４
月
11
日
開
催
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ

た
（
推
薦
団
体
は
関
係
学
会
な
ど
23
団

体
）。
こ
れ
を
受
け
て
、４
月
23
日
に
国

土
地
理
院
か
ら
具
体
的
な
推
薦
依
頼
が

寄
せ
ら
れ
た
。
公
募
期
間
が
5
月
15
日

ま
で
と
差
し
迫
っ
て
い
た
た
め
、
４
月

26
日
開
催
の
常
務
理
事
会
で
、
本
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、
会
員
・
非

会
員
を
問
わ
ず
候
補
者
を
募
集
す
る
こ

と
に
し
た
。

５
月
８
日
の
本
会
の
締
め
切
り
ま

で
に
４
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
が
、

最
終
的
に
は
杉
本
智
彦
さ
ん
の
「
カ
シ

ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
１
件
の
応
募
と
な
っ
た
。

カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
は
登
山
愛
好
家
の
あ

い
だ
で
は
よ
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ…

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
も
講
演
を
依

頼
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
杉
本
さ

ん
の
推
薦
が
５
月
９
日
開
催
の
理
事
会

で
決
定
し
た
。

国
土
地
理
院
で
は
、
一
次
審
査
（
書

類
）
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
作
品
に
つ

い
て
二
次
審
査
（
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
）
が
あ
る
。
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
は

Ｇ
Ｉ
Ｓ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｃ
部
門
に

お
い
て
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
29
点
の

な
か
か
ら
優
秀
賞
４
作
品
の
ひ
と
つ
に

選
ば
れ
た
。
表
彰
式
は
6
月
22
日
に
行

な
わ
れ
、
表
彰
作
品
に
は
、「
電
子
国
土

賞
」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
与
え
ら
れ
る
。杉

本
さ
ん
の
作
品
の
概
要
と
選
考
理
由
は
、

以
下
の
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
１
回
電
子
国
土
賞
に
本
会
推
薦
の

杉
本
智
彦
さ
ん
の「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」が
受
賞

http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/
g-aw

ard/index.htm
l

（
常
務
理
事　

森
武
昭
）

「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
D
」
講
演
会

８
月
28
日
、
ル
ー
ム
に
お
い
て
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
基
礎
講
習
会
の

一
環
と
し
て
、「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
の

正
し
い
使
い
方
」
と
題
し
、
杉
本
智
彦

さ
ん
に
講
演
を
お
願
い
し
た
。
今
回
は
、

会
員
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
年
齢
制
限

を
設
け
ず
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
34
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。

杉
本
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
講
演
は
初

め
て
と
の
こ
と
だ
が
慣
れ
た
様
子
で
、

お
も
し
ろ
く
聴
き
入
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
カ
シ
ミ
ー
ル
3
Ｄ
に
関
す
る

講
習
会
は
何
度
か
行
な
っ
て
き
た
ご
本

人
だ
け
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
機
能
や
や
り
方
に
つ
い
て
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
話
を
多
々
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
カ
シ
ミ
ー
ル
3
Ｄ

が
遊
び
心
い
っ
ぱ
い
で
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
興
味
深
か
っ
た
。

杉
本
さ
ん
の
山
好
き
は
、
今
春
に
上

梓
さ
れ
た
『
超
展
望
の
山
々
』（
実
業
之

日
本
社
）
に
も
伺
え
る
が
、
カ
シ
ミ
ー

ル
3
Ｄ
制
作
に
費
や
し
た
労
力
が
並
大

抵
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

今
回
の
講
演
は
電
子
国
土
賞
受
賞
前
に

無事登頂・下山後、ベースキャンプにて



山　809−２0１２・１0・２0（第三種郵便物認可）

■7

す
る
ソ
フ
ト
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
が
、

私
自
身
が
山
好
き
、
地
形
好
き
、
地
図

好
き
で
あ
り
、
自
分
が
ほ
し
い
機
能
を

追
加
し
て
い
く
う
ち
に
い
ま
の
よ
う
な

形
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
な
か
に
は
、
山
の
思
い
出
を
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
風
景
と
し
て
再

現
で
き
た
ら
、
と
い
う
思
い
か
ら
作
っ

た
機
能
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
と

き
に
は
う
れ
し
い
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
ん
ら
か
の
理
由
で
山
へ
行
け
な

く
な
っ
た
が
、
今
は
カ
シ
ミ
ー
ル
を
使

っ
て
往
時
の
思
い
出
を
辿
っ
た
り
、
山

へ
の
思
い
を
形
に
で
き
て
い
る
と
い
う

お
便
り
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
お
話
を
い
た
だ
く
こ

と
は
、
作
者
の
何
よ
り
の
励
み
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
道
に
改
良
を
続
け

て
、地
図
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
、山

を
愛
す
る
方
は
も
と
よ
り
、
少
し
で
も

多
く
の
方
の
役
に
立
て
る
ソ
フ
ト
で
あ

り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。　

こ
の
た
び
は
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（受

賞
者　

杉
本
智
彦
）

決
ま
っ
て
い
た
が
、
受
賞
に
よ
っ
て
記

念
公
演
と
も
な
っ
た
。
杉
本
さ
ん
の
今

後
の
一
層
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

（
理
事　

永
田
弘
太
郎
）

受
賞
に
あ
た
っ
て

今
回
の
電
子
国
土
賞
受
賞
に
つ
き

ま
し
て
は
、
日
本
山
岳
会
の
推
薦
を
い

た
だ
い
て
、
は
じ
め
て
賞
の
審
査
対
象

と
し
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
推
薦
を
い
た
だ
け

な
い
と
候
補
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
は
、
も
と
も
と
山

岳
展
望
を
解
析
す
る
た
め
の
用
途
と
し

て
使
用
す
る
「
可
視
マ
ッ
プ
」
を
作
成 カシミールについて杉本智彦さん（スクリーンの左）が講演

スパンティーク登山隊参加者　募集
海外委員会

　昨年のネパール・ヒマラヤ遠征に引き続き、2013年はパキ
スタン・カラコルムのスパンティーク峰（7027m）を計画し
ております。
　同峰はカラコルムのなかでも人気の高い山で、毎年多くの
登山隊をひきつけています。
　参加者自身で計画を立て実行するため、集会や高所順応訓
練などに参加をしていただきます。年齢は問いませんが、身
体健康で、北アルプスなどの冬山テント山行を現役として実
践している方の参加を期待します。
　費用は参加者人数や力量で変わるため未定です。また、各自
で山岳保険に加入していただきます。
　会員の積極的な参加をお願いします。

時期　2013年7月中旬より約35日間
申込　海外委員担当・竹花晃へ　 ＆  0476-97-0782
　　 e-mail takepokhara@gmail.com　
　　＊但し、11月14日まで不在になります
締切　11月30日（金）

学生部「マラソン大会」「クライミング大会」のお知らせ
　学生部のマラソン大会は今年で49回目を迎えます。また今
年から、マラソン大会の翌日にクライミング大会も実施しま
す。宿泊希望の参加者には、宿泊施設の用意もあります。関東・
東海以外からの参加希望があれば、お問い合わせください。
◆第１回 日本山岳会学生部クライミング大会

【期日】2012年11月10日（土）　9:00集合　15:00閉会式、解散
後17:30 〜神奈川大学横浜キャンパスへ移動し、懇親会　

【場所】皇居外苑・桜田門（スタート、ゴール地点）集合　
【問合せ・申込】　東京理科大学　高橋惇郎　

080-6034-2980　 junro.takahashi@gmail.com

◆第１回 日本山岳会学生部クライミング大会
【期日】2012年11月11日（日）8:30集合　17:00解散　
【場所】神奈川大学横浜キャンパスグラウンド　
【問合せ・申込】　神奈川大学　斉藤暢甫　

080-3564-1648　 optimistic.nobu@gmail.com
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ト
ピ
ッ
ク
ス

会
報
『
山
』を
通
巻
で
と
り
そ
ろ
え
る

黒
田
正
雄

か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
会
報

『
山
』
の
１
号
か
ら
８
０
０
号
ま
で
を
、

通
巻
で
と
り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
会

報『
山
』８
０
０
号
に
寄
せ
ら
れ
た
南
川

金
一
氏
の
「
井
戸
を
掘
っ
た
者
を
忘
れ

ず
」
の
一
文
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
大

修
館
が
発
行
し
た
会
報
の
復
刻
版
（
１

〜
２
０
０
号
）
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
自

分
が
入
会
す
る
前
ま
で
の
欠
番
（
２
０

１
〜
４
６
５
号
）
を
か
な
り
の
苦
労
を

し
て
蒐
集
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
氏
が
通
巻
と
り
そ
ろ
え
た
こ

と
と
、
通
巻
で
所
持
す
る
会
員
は
五
指

に
満
た
な
い
だ
ろ
う
、
と
も
書
か
れ
て

い
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
高
齢
で
身
辺

整
理
を
す
す
め
て
い
る
私
も
、
こ
の
際

所
持
し
て
い
る
会
報
を
補
完
し
て
、
き

っ
ち
り
整
理
し
な
け
れ
ば
と
、
思
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。

私
の
場
合
、
大
修
館
の
復
刻
版
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
２
０
１
号
か
ら
入
会

前
ま
で
の
３
１
８
号
、
つ
ま
り
１
１
８

号
分
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調

べ
て
み
る
と
、
か
つ
て
図
書
交
換
会
な

ど
の
お
り
に
、
会
が
残
余
の
会
報
を
放

出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
で
収
得
し

て
い
た
も
の
が
57
号
分
あ
っ
た
。
よ
っ

て
実
際
の
欠
番
は
61
号
分
だ
け
と
い
う

こ
と
が
判
明
し
た
。

当
会
の
図
書
室
に
は
、
会
報
は
す
べ

て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
コ
ピ
ー

さ
せ
て
も
ら
え
ば
済
む
こ
と
だ
が
、
長

い
こ
と
た
め
ら
っ
て
放
置
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
図
書
室
の
会
報
は
製
本
さ
れ

て
い
て
両
面
コ
ピ
ー
が
で
き
な
い
、
２

ペ
ー
ジ
を
見
開
き
で
コ
ピ
ー
す
る
と
綴

じ
代
の
関
係
で
袋
綴
じ
と
な
り
製
本
し

た
も
の
に
袋
綴
じ
が
混
ざ
る
、
そ
ん
な

こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
。

盛
夏
の
一
日
、
コ
ピ
ー
で
欠
番
を
補

完
す
る
心
づ
も
り
で
ル
ー
ム
を
訪
れ
た
。

作
業
を
し
て
い
る
と
、
事
務
局
の
方
が

見
か
ね
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
南
川
氏

か
ら
も
援
助
の
申
し
出
を
い
た
だ
い
た
。

そ
ん
な
幸
運
な
手
助
け
も
あ
っ
て
、
な

ん
と
か
61
号
分
を
両
面
コ
ピ
ー
で
補
完

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ず
れ
製
本
す

る
つ
も
り
で
い
る
。

そ
の
後
、
残
暑
が
厳
し
い
あ
る
日
、

ル
ー
ム
に
お
礼
に
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
、

待
ち
合
わ
せ
た
南
川
氏
と
３
時
間
に
も

わ
た
っ
て
懇
談
し
た
。
本
来
な
ら
夕
刻

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
で
歓
談
し
た
か
っ

た
の
だ
が
、
氏
は
そ
ち
ら
の
方
は
ダ
メ

な
の
で
あ
る
。
無
人
の
図
書
室
で
の
会

話
は
、
蔵
書
の
背
を
眺
め
な
が
ら
多
岐

に
渡
っ
た
。
南
川
氏
と
の
会
報
に
つ
い

て
の
会
話
の
な
か
か
ら
、
記
憶
に
残
る

断
片
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

　

＊

・
通
巻
そ
ろ
え
る
上
で
、
や
は
り
創
立

70
周
年
記
念
で
出
さ
れ
た
２
０
０
号
ま

で
の
復
刻
版
の
存
在
は
大
き
い
。
あ
れ

が
な
け
れ
ば
ち
ょ
っ
と
手
が
出
ま
せ
ん
。

・
そ
れ
が
あ
っ
て
か
、
通
巻
で
所
持
す

る
会
員
は
五
指
に
満
た
な
い
と
言
い
ま

し
た
が
、
実
際
は
も
っ
と
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
。

・
古
い
会
報
に
目
を
通
し
て
い
る
と
、

今
は
亡
き
雲
の
上
の
よ
う
な
方
々
の
息

づ
か
い
が
、
紙
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。

・
会
報
に
は
会
の
歴
史
の
断
面
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
い
や
、
歴
史
そ

の
も
の
。
会
の
一
級
資
料
で
し
ょ
う
。

・
そ
の
人
の
著
書
に
も
入
ら
な
か
っ
た

文
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
人
事
の
仄
聞

な
ど
も
面
白
い
で
す
。

・
会
の
図
書
室
に
は
全
巻
が
保
存
さ
れ

て
い
る
け
れ
ど
、
創
立
時
か
ら
の
会
員

は
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
個
人
会
員

が
そ
ろ
え
持
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

大
き
な
財
産
で
し
ょ
う
。

・
そ
の
財
産
は
人
か
ら
人
へ
と
受
け
継

が
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

有
償
と
か
無
償
と
か
に
関
係
な
く
、
と

い
う
こ
と
で
す
。

・
会
の
図
書
室
の
保
存
本
が
基
本
と
な

る
け
れ
ど
、
利
用
で
き
る
人
は
限
ら
れ

ま
す
。
将
来
復
刻
版
が
出
れ
ば
と
も
か

く
、
個
人
会
員
も
そ
れ
を
保
持
し
受
け

継
い
で
い
く
、
こ
れ
も
大
事
な
こ
と
で

し
ょ
う
。

・
１
９
７
５
年
に
出
た
復
刻
版
第
１
集

（
１
〜
１
０
０
号
）が
１
万
２
０
０
０
円
、

第
２
集（
１
０
１
〜
２
０
０
号
）が
１
万

４
０
０
０
円
で
し
た
。
も
し
、
５
０
０

号
ま
で
が
復
刻
さ
れ
た
と
す
る
と
、
７

万
円
に
は
な
り
ま
す
。
い
く
ら
貴
重
な

資
料
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
手
が
出
か

ね
る
値
段
で
す
。
会
も
出
版
社
も
、
な

か
な
か
刊
行
に
踏
み
切
れ
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

＊

今
回
、
事
務
局
と
南
川
氏
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
会
報
を
通
巻
で
と
り
そ

ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
た
い
。
そ
し
て
し
み
じ

み
「
井
戸
を
掘
っ
た
者
を
忘
れ
ず
」
の

言
葉
の
重
さ
を
感
じ
た
次
第
で
す
。
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鴨
下
重
彦
会
員
を
偲
ん
で

小
清
水
敏
昌

昨
年
12
月
４
日
、
国
際
基
督
教
大
学

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
礼
拝
堂
で
、
鴨
下
重
彦
氏

（
会
員
番
号
１
１
７
６
７
）
の
「
お
別
れ

会
」
が
９
０
０
人
以
上
の
参
列
者
の
も

と
、
し
め
や
か
に
行
な
わ
れ
た
。
亡
く

な
っ
た
の
は
11
月
10
日（
享
年
77
）で
あ

っ
た
。

私
と
氏
と
の
出
会
い
は
10
年
以
上

前
の
晩
餐
会
会
場
で
あ
る
。
三
水
会
の

酒
匂
輝
昌
氏
が
、
私
が
鴨
下
氏
と
同
じ

病
院
勤
務
の
医
療
人
だ
と
い
う
こ
と
で

紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
ご
縁
で
あ
っ
た
。

氏
は
医
師
で
あ
り
、
大
学
病
院
の
小
児

科
教
授
や
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
の
院
長
、

総
長
も
歴
任
。
さ
ら
に
、
厚
労
省
の
さ

ま
ざ
ま
な
会
議
の
座
長
な
ど
も
務
め
て

お
り
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い

た
。そ

の
鴨
下
氏
が
、
２
０
０
０
年
に
三

百
名
山
を
七
面
山
で
迎
え
た
と
聞
き
、

本
当
に
驚
い
た
。
氏
が
、
深
田
ク
ラ
ブ

の
会
長
も
務
め
て
お
ら
れ
た
頃
、
ク
ラ

ブ
の
山
の
紀
行
文
集
を
戴
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
一
昨
年
の
年
賀
状
は
、
ち
ょ

う
ど
三
百
名
山
の
一
つ
手
前
の
記
録
を

示
し
た
内
容
で
あ
り
、
驚
い
た
。

思
い
出
は
一
昨
年
の
晩
餐
会
、
同
じ

テ
ー
ブ
ル
で
ご
一
緒
で
き
た
こ
と
。
晩

餐
会
直
前
に
氏
か
ら
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。

ハ
ガ
キ
に
は
、「
当
日
は
会
議
の
た
め
少

し
遅
れ
る
の
で
席
を
取
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
」
と
書
か
れ
て
あ
り
、
同
じ
テ
ー

ブ
ル
で
歓
談
し
た
次
第
。そ
の
と
き
、一

緒
に
写
し
た
写
真
を
い
ま
も
大
切
に
持

っ
て
い
る
。
昨
年
の
晩
餐
会
に
先
生
と

ま
た
ご
一
緒
し
た
い
と
考
え
、
11
月
20

日
ご
ろ
手
紙
を
出
し
た
。と
こ
ろ
が
、11

月
10
日
の
朝
方
逝
去
、
受
取
人
の
い
な

い
手
紙
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

鴨
下
氏
は
北
海
道
室
蘭
に
生
ま
れ

た
。
北
海
道
大
学
に
入
学
し
た
も
の
の

退
学
、
東
大
医
学
部
に
入
り
小
児
科
医

に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
栃
木
県
に
創
設

さ
れ
た
自
治
医
科
大
学
の
小
児
科
教
授

と
し
て
、
11
年
間
も
の
あ
い
だ
地
域
の

医
療
に
貢
献
す
る
医
師
を
育
て
る
こ
と

に
情
熱
を
燃
や
し
た
。
そ
の
後
、
東
大

に
戻
り
小
児
科
教
授
を
経
て
東
大
医
学

部
長
に
就
任
。
小
児
科
か
ら
医
学
部
長

に
な
っ
た
の
は
氏
が
初
め
て
だ
と
い
う
。

そ
れ
だ
け
周
り
か
ら
信
頼
が
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
と
、
牧
師
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
を
経
て
総
長
に
な
り
、
定
年

後
は
錦
糸
町
に
あ
る
ベ
ッ
ド
数
２
４
３

床
の
賛
育
会
病
院
の
院
長
に
就
い
た
。

驚
く
の
は
、
そ
ん
な
多
忙
な
日
々
に

も
か
か
わ
ら
ず
山
に
も
入
れ
込
ん
で
い

た
こ
と
だ
。
百
名
山
達
成
を
皮
切
り
に
、

１
９
９
８
年
に
は
二
百
名
山
を
赤
牛
岳

で
、
そ
し
て
２
０
０
０
年
に
三
百
名
山

を
七
面
山
で
達
成
さ
れ
た
。
医
師
と
い

う
仕
事
を
抱
え
な
が
ら
の
こ
の
快
挙
は

実
に
凄
い
こ
と
だ
。
心
か
ら
敬
服
し
て

や
ま
な
い
。

ま
た
、
氏
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
り
、

東
大
時
代
に
内
村
鑑
三
や
矢
内
原
忠
雄

の
影
響
を
受
け
、
宗
教
と
し
て
キ
リ
ス

ト
教
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
キ
リ
ス
ト
教
を
強
引
に
は
家
族
に

も
友
達
に
も
勧
め
な
か
っ
た
。
自
分
が

良
い
と
思
う
な
ら
入
信
す
れ
ば
い
い
、

そ
ん
な
ソ
フ
ト
な
考
え
方
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。

葬
儀
の
と
き
に
歌
う
讃
美
歌
と
聖

書
か
ら
の
言
葉
は
、
生
前
、
氏
が
自
ら

選
ら
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
牧

師
が
披
露
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
賛
美
歌
を

歌
っ
て
も
、
牧
師
の
聖
書
の
言
葉
を
聞

い
て
も
、
す
ぐ
そ
ば
に
鴨
下
氏
を
感
じ

た
。
牧
師
い
わ
く
、「
鴨
下
氏
の
想
い
と

願
い
が
魂
の
声
と
な
っ
て
皆
さ
ま
に
聞

こ
え
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
。

一
周
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め

て
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北
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支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

埼
玉
支
部

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ク
リ
ン
チ
山
登
山

支
部
設
立
３
周
年
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
、
７
月
６
日
か
ら
15
日
の
10

日
間
、
参
加
者
11
名
（
会
員
10
名
と
そ

の
家
族
１
名
）
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス

マ
ト
ラ
島
の
最
高
峰
で
あ
る
ク
リ
ン
チ

山
（
３
８
０
５
㍍
）
に
登
山
し
た
。

西
ス
マ
ト
ラ
州
の
州
都
で
あ
る
パ

ダ
ン
は
赤
道
直
下
だ
け
に
直
射
日
光
が

眩
し
く
、
パ
ダ
ン
料
理
で
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
空
港
、
学
校
、
ホ
テ
ル
の

一
部
は
、
水
牛
の
角
を
象
徴
し
た
両
端

が
天
高
く
突
き
出
て
い
る
屋
根
を
も
つ

伝
統
的
な
建
物
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

ク
リ
ン
チ
山
の
登
山
口
で
あ
る
ク

ル
シ
ッ
ク
ト
ゥ
オ
へ
は
、
パ
ダ
ン
か
ら

ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
文
化
の
中
心
地
で
あ
る

ブ
キ
テ
ィ
ン
ギ
で
１
泊
し
、
ま
る
一
日

の
貸
切
バ
ス
の
旅
を
要
す
る
。
山
麓
一

面
に
広
が
る
お
茶
畑
の
上
に
、
富
士
山

に
よ
く
似
た
山
容
の
ク
リ
ン
チ
山
が
正

面
に
眺
め
ら
れ
る
。

登
山
初
日
は
、
足
慣
ら
し
を
兼
ね
て

ク
リ
ン
チ
山
か
ら
少
し
離
れ
た
ト
ゥ
ジ

ュ
山
（
７
つ
の
峰
を
持
つ
山
の
意
味
で

最
高
峰
は
２
６
０
４
㍍
）の
１
峰
と
、そ

の
奥
の
カ
ル
デ
ラ
湖
に
登
っ
た
。
登
山

道
は
熱
帯
雨
林
に
覆
わ
れ
眺
望
は
ま
っ

た
く
き
か
な
か
っ
た
が
、
幸
い
に
も
天

候
に
恵
ま
れ
、
珍
し
い
花
を
眺
め
な
が

ら
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
熱

帯
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
花
は
予
想
外

に
小
ぶ
り
で
、
お
花
畑
ら
し
い
場
所
は

な
く
、
種
類
も
少
な
い
の
は
意
外
で
あ

っ
た
。
行
動
時
間
は
約
７
時
間
で
あ
る
。

よ
く
整
備
さ
れ
た
登
山
道
の
た
め
、
普

段
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
山
登
り
を

す
る
の
か
興
味
が
あ
っ
た
。
湖
か
ら
の

下
山
時
に
、
登
っ
て
く
る
地
元
の
若
者

た
ち
に
会
い
、
ス
マ
ト
ラ
で
も
登
山
は

国
民
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

た
。い

よ
い
よ
、
１
泊
２
日
の
ク
リ
ン
チ

山
登
山
だ
。
早
朝
、
立
派
な
門
が
あ
る

登
山
口
ま
で
バ
ス
で
行
く
。
歩
き
始
め

は
平
坦
な
密
林
帯
で
「
コ
コ
、コ
コ
」
と

騒
々
し
い
サ
ル
の
鳴
き
声
に
送
ら
れ
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
整
備
さ
れ
た
登
山

道
を
ゆ
っ
く
り
と
登
る
。
途
中
に
屋
根

の
あ
る
休
憩
所
が
あ
り
、
傍
ら
の
大
木

に
は
標
高
が
記
載
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
が

打
ち
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
登
山

道
の
途
中
に
は
シ
ェ
ル
タ
ー
と
名
づ
け

ら
れ
た
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
数
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

火
山
灰
の
赤
土
が
む
き
出
し
の
登

山
道
は
登
る
に
つ
れ
て
傾
斜
が
急
と
な

り
、
降
雨
の
た
め
か
無
残
に
も
背
丈
を

超
え
る
溝
と
な
っ
て
い
た
。
道
が
掘
れ

る
ほ
ど
登
山
者
数
が
多
い
と
は
と
て
も

思
え
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
一
種
の
自

然
破
壊
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
日
の
テ

ン
ト
サ
イ
ト
で
あ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
３
は

標
高
が
約
３
２
０
０
㍍
、
森
林
限
界
で

あ
る
た
め
展
望
は
良
好
で
あ
っ
た
。
昨

日
登
っ
た
ト
ゥ
ジ
ュ
連
山
や
、
麓
の
民

家
が
一
望
の
も
と
で
あ
る
。
今
夜
は
こ

こ
に
宿
泊
す
る
。

夜
明
け
前
、
シ
ェ
ル
タ
ー
３
を
出
発
。

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
光
を
頼
り
に
、
一
列

に
な
っ
て
火
山
岩
の
ガ
ラ
ガ
ラ
と
し
た

道
を
登
る
。
あ
た
り
が
薄
明
る
く
な
っ

た
こ
ろ
傾
斜
が
緩
く
な
り
、
ク
リ
ン
チ

山
頂
に
つ
い
た
。
日
の
出
の
方
向
は
ガ

ス
っ
て
い
て
視
界
不
良
で
あ
っ
た
が
、

ク
ル
シ
ッ
ク
ト
ゥ
オ
方
面
の
眺
望
は
申

クリンチ山シェルター３（テントサイト）にて
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し
分
な
い
。
赤
道
直
下
に
も
か
か
わ
ら

ず
山
頂
は
予
想
外
に
寒
く
、
重
ね
着
が

必
要
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
山
頂
か
ら
の

展
望
を
十
分
に
楽
し
ん
だ
後
、
テ
ン
ト

サ
イ
ト
を
経
由
し
て
、
深
く
溝
の
掘
れ

た
赤
土
の
道
を
岩
と
木
の
枝
や
根
を
頼

り
に
登
山
口
へ
と
下
る
。
登
山
口
手
前

で
遂
に
ス
コ
ー
ル
に
あ
い
、
泥
だ
ら
け

に
な
り
な
が
ら
バ
ス
に
た
ど
り
着
き
、

全
員
無
事
に
下
山
と
な
っ
た
。

１
泊
２
日
の
ク
リ
ン
チ
山
登
山
は
、

技
術
的
な
問
題
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

が
、
体
力
的
に
余
裕
の
な
い
人
に
は
つ

ら
い
登
り
下
り
と
な
っ
た
。
全
般
的
に

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
鬱
蒼
と
し
た
熱
帯

雨
林
と
数
メ
ー
ト
ル
も
の
溝
が
掘
ら
れ

た
急
な
登
山
道
が
印
象
に
残
る
ス
マ
ト

ラ
島
最
高
峰
の
ク
リ
ン
チ
山
に
計
画
通

り
に
登
頂
で
き
た
。

ま
た
、
登
山
の
前
後
数
日
は
島
の
多

様
な
文
化
、
民
族
、
景
観
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
、
会
員
相
互
の
親
睦
も
深
め

ら
れ
た
。
ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
文
化
を
象
徴

す
る
パ
ダ
ン
料
理
は
ど
こ
に
行
っ
て
も

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
で
、
痺
れ
る
よ
う
な
激

辛
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
味
と
、
噛
み
き
れ
な

い
ほ
ど
堅
い
牛
肉
や
骨
だ
け
の
鶏
肉
な

ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。

　

…

（
松
本
敏
夫
）

一
方
、ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
の
一

隅
で
は
、開
宴
を
待
ち
き
れ
ぬ
面
々
が

下
界
の
酷
暑
を
忘
れ
去
っ
て
の
ビ
ー
ル

だ
。女
性
会
員
の
手
慣
れ
た
協
力
も
相

ま
っ
て
の
料
理
作
り
。献
立
の
多
様
性

に
も
か
か
わ
ら
ず
、予
定
の
６
時
開
宴

よ
り
前
に
、１
回
目
の
乾
杯
が
行
な
わ

れ
た
。
薬
湯
は
会
で
用
意
し
た
地
酒
の

ほ
か
、寄
進
持
参
の
吟
醸
酒
、赤
・
白
ワ

イ
ン
な
ど
が
出
そ
ろ
い
、効
果
充
分
で

あ
る
。次
々
に
運
ば
れ
る
料
理
は
ど
れ

も
絶
品
だ
。
特
に
、
と
う
が
ん
ス
ー
プ

は
人
気
で
、
何
度
も
お
か
わ
り
が
出
る
。

一
方
、ア
ン
コ
ロ
餅
は
、本
来
左
党
に
は

タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
本
会

で
は
鍋
が
空
に
な
る
ほ
ど
の
人
気
だ
。

懇
談
の
集
い
は
３
時
間
あ
ま
り
、
翌

日
早
発
ち
の
者
を
除
い
て
は
消
灯
時
間

ま
で
続
い
た
。

翌
２
日
、
焼
岳
登
山
組
、
鷹
わ
た
り

で
有
名
な
白
樺
峠
乗
鞍
高
原
組
な
ど
は
、

き
の
こ
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
弁
当
を
ザ
ッ

ク
に
、
上
高
地
散
策
帰
省
組
と
に
別
れ
、

集
会
は
楽
し
み
の
う
ち
に
終
了
し
た
。…

…

（
勝
田
房
治
）

三
水
会
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ア
ン
コ
ロ
餅
と
薬
湯
の
集
い

昭
和
52
年
、
山
研
が
開
所
し
て
間
も

な
い
こ
ろ
、
諸
先
輩
に
よ
り
始
め
ら
れ

た
こ
の「
ア
ン
コ
ロ
餅
と
薬
湯
の
集
い
」

は
、
三
水
会
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
９
月
２
日
、
36
回
目
の
集

い
と
な
っ
た
。

９
月
１
日
、
前
日
よ
り
先
行
し
た
箕

岡
代
表
ほ
か
５
名
は
徳
本
峠
を
経
て
山

研
へ
。
征
矢
・
高
橋
両
名
は
六
百
山
を

経
て
山
研
へ
。
２
日
、
当
日
直
行
組
は

松
本
で
食
材
な
ど
を
仕
入
れ
て
、
山
研

へ
直
行
し
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
は
、
豊
田
シ
ェ
フ
の

レ
シ
ピ
に
よ
る「
お
で
ん
」と「
き
の
こ

ご
飯
」
で
あ
る
。
だ
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員

と
も
な
れ
ば
誰
も
が
山
で
は
食
料
担
当

経
験
者
。
手
の
空
い
て
い
る
者
が
次
々

と
協
力
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ザ
ッ
ク
か
ら
み
や
げ
の
珍
味
が
取
り
出

さ
れ
、
次
々
と
食
卓
へ
並
ぶ
。

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です

上高地山研テラスにて
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№ 書名 著者/編者 発行 備考 価格

263 西域探検紀行全集1〜 15 深田久弥・江上波夫・長沢和俊 白水社 1966 〜 75　函　帯 一括3000
各巻 300

278 槙有恒全集Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 槙有恒 五月書房 1991　函　帯 1,500…

281 今西錦司全集第一巻〜第十巻 今西錦司 講談社 S49・50　函なし 一括2000
各巻 300

291 新選覆刻　先蹤者 大島亮吉 大修館書店 S53　函 700…

292 新選覆刻　山の繪本 尾崎喜八 大修館書店 S53　函 700…

293 新選覆刻　ナンダ・コット登攀 竹節作太 大修館書店 S53　函 700…

294 新選覆刻　白頭山 京都帝国大学白頭山遠征隊 大修館書店 S53　函 700…

295 新選覆刻　日本山岳會會報 日本山岳會 大修館書店 S53　函 700…

296 新選覆刻　山に描く 足立源一郎 大修館書店 S53　函 700…

297 新選覆刻　ヒマラヤ行 鹿子木員信 大修館書店 S53　函 700…

298 新選覆刻　富士案内 野中至 大修館書店 S53　函 700…

299 新選覆刻　劒澤に逝ける人々 東京帝國大學山の會 大修館書店 S53　函 700…

300 新選覆刻　山水無盡藏 小島烏水/丸山晩霞畫 大修館書店 S53　函 700…

301 新選覆刻　山岳美觀 吉江喬松・武井眞澄 大修館書店 S53　函 700…

302 新選覆刻　山岳礼拝 中村清太郎 大修館書店 S53　函 700…

303 新選覆刻　西藏旅行記　上巻 河口慧海 大修館書店 S53　函 700…

304 新選覆刻　西藏旅行記　下巻 河口慧海 大修館書店 S53　函 700…

305 新選覆刻　アルピニストの手記 小島烏水 大修館書店 S53　函 700…

367 新選覆刻　播隆上人筆鎗ヶ嶽繪図 播隆上人 大修館書店 S53　筒 700…

368 新選覆刻　迦多賀嶽再興記・信州鎗嶽畧縁起 播隆上人 大修館書店 S53　包 700…

369 新選覆刻　石狩日誌 松浦武四郎 大修館書店 S53　包 700…

370 新選覆刻　歐洲山水奇勝 高島得三 大修館書店 S53　巻 700…

371 新選覆刻　山岳紀行六種（私家版）松浦武四郎 大修館書店 S53　函 700…

372 新選覆刻　名山圖譜 谷文晁 大修館書店 S53　包 700…

Y13 新選覆刻　The…Playground…of…the…Far…East Walter…Weston 大修館書店 S53　函 700…

306 新選覆刻　日本の山岳名著解題 日本山岳会 大修館書店 S53　函 700…

291 〜 306・367 〜 372・Y13　一括 15,000…

321 花火の見えた家 串田孫一 創文社 S35　函　＊著者署名あり 800…

322 漂泊 串田孫一 創文社 S47　函　＊著者署名あり 800…

329 目で見る日本登山史　日本登山史年表 山と溪谷社編 山と溪谷社 2005　函　＊2冊組 2,500…

330 ヒマラヤへの挑戦　8000m峰…登頂記録　1・2・3 日本ヒマラヤ協会 アテネ書房 1991　函 一括3000
各巻1000

347 アルプスヒマラヤ處女峰登攀史 藤田信道訳 山と溪谷社 S6 1,000…

Y2 EVEREST…South…West…Face Chris…Bonington Hodder…and…Stoughton 1973　＊英語 500…

Y3 The…Ascent…of…Everest Jhon…Hunt Hodder…and…Stoughton 1965　＊英語 500…

Y4 Broad…Peak Marcus…Schmuck Verlag…das…Bergland-Buch 1958　＊独語 500…

Y6 KATMANDU Colin…Simpson… Angus…and…Robertson 1967　＊英語 500…

Y7 Chronique…Himakayanne Marcel…Kurz Fondation…Suisse…pour…Explorations…Alpines 1959　函　＊仏語 500…

Y8 新選覆刻　The…Playground…of…the…Far…East Walter…Weston 大修館書店 S53　＊英語 700…

Y14 Illustrated…Atlas…of…the…Himalaya David…Zurick/Julson…Pacheco 2006　＊英語 500…

Y16 The　Lion…River………The…Indus Jean…Fairley The…John…Day…Company 1975　＊英語 500…

Y17 Alaska…The…Great…Land Mike…Miller、Peggy…Wayburn A…Sierra…Club…Landform…Book 1974　＊英語 500…

Y19 The…Mjastic…Rocky…Mountains William…S.Ellis National…Geographic…Society 1976　＊英語 500…

Y20 Sivalaya……The…8000metre…peaks……of…the…Himalaya Louis…Baume Gastons-West…Col…Publications 1978　＊英語 500…

Y21 Mountaineering:…A…Bibliography……of…Books…in…English…to1974 Chess…Krawczyk The…Scarecrow…Press,…Inc. 1977　＊英語 500…

Y22 White…Hell…of…the…North Joseph…Crad Sampson…Low ＊英語 500…

◦…頒布価格が500円以下の和書と、400円以下の洋書を省略しています。全目録（約400冊）はホームページ（図書委員
会）から検索できます。また、必要な方にはお送りしますので、お申し出ください。
◦目録の申込み、問合せは三好まき子まで　 （090-8019-8601）　 344mm@mbe.nifty.com
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図書交換会出品目録および購入申込みの案内
今年度の「図書交換会」は、12月1日（土）に開催される年次晩餐会で開催します。多くの会員の参加をお待ちします。
交換会当日の詳細は18ページの「インフォメーション」に掲載していますが、当日に来場できない方は、下記の要
領で購入の申込みを行なってください。
◦…郵便（日本山岳会・図書委員会あて）またはメール（344mm@mbe.nifty.com）で、11月15日までにお申込みください。
◦…購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。入札本（★印1〜 4）の場合も、
入札価格を明記のうえ、同じ要領でお申込みください。
◦…複数の申込みがあった場合は、当日、会場で抽選を行ないます。来場できない方の抽選は、図書委員が代行します。
◦…全集やシリーズ本の申込みは、一括購入が優先となります。
◦…購入図書の送料は購入者負担とし、交換会終了後に代金と一緒に請求させていただきます。

№ 書名 著者/編者 発行 備考 価格

★ 1 ヒマラヤへの挑戦　1783-1939 C.E.アンジェル/近藤等譯 朋文堂 S18 最低価格2000
円から入札

★ 2 伊那谷木曽谷 細井吉蔵 三省堂 S12　函 最低価格3000
円から入札

★ 3 辻まこと山とスキーの広告画文集 辻まこと 秀山荘 S56 最低価格2000
円から入札

★ 4 Scrambles…amongst…the…Alps……in…the…Years…1860-69… Edward…Whymper John…Murray 1871　2版 最低価格2000
円から入札

11 世界山岳全集1〜 13 日高信六郎ほか 朋文堂 S34 〜 36　函 一括4000・…
各巻400

25 ヒマラヤの旅 長谷川傳二郎 図書刊行会 S50　函　…
＊復刻本　ヒマラヤ地図付き 1,000…

44 覆刻　日本アルプスと秩父巡禮 田部重治 大修館書店 S50　函 700…

48 覆刻　氷河と萬年雪の山 小島烏水 大修館書店 S50　函 700…

53 山・よき仲間 成瀬岩雄 茗溪堂 S37　函　…
＊限定500部のうち148 1,500…

54 覆刻　山と雪の日記 板倉勝宣 大修館書店 S50　函 700…

74 白川義員作品集　中国大陸（下巻）天壌無限 白川義員 小学館 S59　函（二重） 1,500…

87 アンナプルナ南壁 クリス・ボニントン/山崎安治訳 白水社 1972　函　訳者署名あり 800

134 覆刻　スウィス日記 辻村伊助 大修館書店 S50　函 700…

135 新選覆刻　先蹤者 大島亮吉 大修館書店 S53　函 700…

136 覆刻　山と雪の日記 板倉勝宣 大修館書店 S50　函 700…

137 新選覆刻　山水無盡藏 小島烏水/丸山晩霞畫 大修館書店 S53 700…

138 覆刻　山岳省察 今西錦司 大修館書店 S50 700…

157 異人たちの日本アルプス 庄田元男 日本山書の会 1990　函 800…

161 原野から見た山 坂本直行 朋文堂 S32　函 1,000…

166 本のある山旅 大森久雄 山と溪谷社 1996　帯　＊著者署名あり 700…

168 車窓の山旅　中央線から見える山 山村正光 実業之日本社 1985　帯 800…

171 谷川岳研究 長越茂雄 朋文堂 S29 800…

172 ヒマラヤの高峰　第一巻〜第五巻 深田久弥 雪華社 1964・65　函 一括1500
各巻 400

177 日本アルプス山人伝 安川茂雄 あかね書房 1971　函　帯 800…

178 アルプスを描いた画家たち 近藤等 東京新聞出版局 S55 800…

187 山　研究と随想 大島亮吉 岩波書店 S5 800…

190 わが登高行　上・下巻 三田幸夫 茗溪堂 1979・80　函 1,200…

217 山岳　第一巻・第二巻・第三巻 モーリス・エルゾーグ他/…
藤島敏男他訳 朋文堂 S32　函 1,500…

225 花と人と　小田稔画文集 小田稔 小田稔
H5　
＊色紙・絵はがき付き
　献呈署名あり

1,000…

239 山岳渇仰 中村清太郎 生活社 S19 1,000…

247 黒部渓谷 冠松次郎 アルス S3　函 1,000…

251 日本百名山 深田久弥 新潮社 S40　函 1,000…

259「日本百名山」の深田久弥と山の文学展 世田谷文学館 世田谷文学館 H7 800…
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ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
つ
け
ら

れ
た
栗
田
貞
多
男
氏
の
写
真
が
よ
い
。

解
説
文
を
読
ま
な
く
て
も
見
て
い
る
だ

け
で
そ
の
言
葉
の
意
味
が
分
か
っ
て
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

し
か
し
、
写
真
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

言
葉
の
解
説
が
面
白
い
。「
偽
ピ
ー
ク
：

頂
上
の
手
前
に
あ
っ
て
本
当
の
頂
上
と

間
違
え
や
す
い
ピ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。

あ
そ
こ
ま
で
行
け
ば
登
り
か
ら
解
放
さ

れ
る
と
、
ぬ
か
喜
び
し
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
」。
最
初
の
数
ペ
ー

ジ
を
開
い
た
だ
け
で
う
れ
し
く
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
解
説
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。

初
心
者
に
山
の
言
葉
を
説
明
す
る

と
き
、
口
が
滑
っ
て
余
計
な
こ
と
を
し

ゃ
べ
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
聞
い
て
い

る
人
た
ち
に
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
そ

ん
な
ち
ょ
っ
と
余
計
な
話
が
そ
の
ま
ま

解
説
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
膝
が

笑
う
：
下
り
で
急
ぎ
す
ぎ
て
膝
が
が
く

が
く
に
な
っ
た
と
き
、“
わ
た
し
も
本

物
の
”
ガ
ク（
岳
）
人
に
な
り
ま
し
た
と

言
っ
て
笑
い
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
は
笑
う
前
に
用
心
し
て
静
か
に
下
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。
こ
れ
な
ど
は

若
い
人
た
ち
か
ら「
お
や
じ
ギ
ャ
グ
」と

呼
ば
れ
て
い
る
ダ
ジ
ャ
レ
そ
の
も
の
で

あ
る
。

本
書
は
16
の
章
に
分
け
ら
れ
て
い

る
が
、
章
の
キ
ー
ワ
ー
ド
も
「
山
に
登

ろ
う
」
か
ら
始
ま
っ
て
「
富
士
い
ろ
い

ろ
」、「
秋
の
彩
り
」、「
雪
山
讃
歌
」、

「
岩
の
王
国
」
な
ど
、
山
の
魅
力
を
伝
え

て
や
ま
な
い
言
葉
ば
か
り
で
あ
る
。

な
ぜ
か
本
書
を
見
て
い
る
と
、「
山

っ
て
楽
し
い
も
の
だ
な
」
と
い
う
こ
と

が
自
然
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
に
も
美

し
い
表
現
や
詩
的
な
文
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
山
の
魅
力
、
楽
し
さ
と
い
っ

た
も
の
が
簡
単
な
説
明
の
な
か
に
さ
り

げ
な
く
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
ろ
の
ペ
ー
ジ
に
は
キ
ス
リ
ン
グ
、

ニ
ッ
カ
ボ
ッ
カ
、
ア
ノ
ラ
ッ
ク
、
ヤ
ッ

ケ
な
ど
、
今
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
な
つ
か
し
い
言
葉
が
出
て
く
る
。

も
し
か
し
た
ら
本
書
は
若
者
だ
け
で
は

な
く
、
昔
、
山
を
楽
し
ん
で
い
た
元
山

ガ
ー
ル
山
ボ
ー
イ
に
も
「
山
は
楽
し
い

か
ら
帰
っ
て
こ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

…
（
近
藤
雅
幸
）

田
部
井
淳
子
・
著
／
栗
田
貞
多
男
・
写
真

『
山
の
単
語
帳
』

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
山
の
言
葉
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で

も
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
一
般
的
な
言

葉
な
の
か
と
思
う
と
、
若
い
山
ガ
ー
ル

や
山
ボ
ー
イ
に
は
通
じ
な
い
こ
と
も
多

く
、
改
め
て
登
山
の
世
界
特
有
の
言
葉

だ
っ
た
と
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

登
山
家
、
田
部
井
淳
子
氏
が
若
い
登

山
入
門
者
向
け
に
そ
ん
な
山
の
言
葉
を

解
説
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

『
山
の
単
語
帳
』
と
い
う
題
名
か
ら
は

無
味
乾
燥
な
登
山
用
語
の
解
説
書
の
よ

う
に
も
見
え
る
が
、
ひ
も
解
い
て
み
る

と
こ
れ
が
な
か
な
か
面
白
い
読
み
物
で

あ
る
。

２0１２年8月
世界文化社刊
A５判　１9２㌻
定価　１890円

図
書
紹
介

図書受入報告（2012年9月）
著　者 書　　名 ページ…/…サイズ 発行元 刊行年 寄贈/購入別
菊地俊朗（文）日本山岳写真協会（写真）北アルプスの渓谷をゆく 151p…/…30cm 信濃毎日新聞社 2012 発行者寄贈
寺田和雄…（編） 千曲川源流紀行…：…信州南佐久…川上村をめぐって 206p…/…19cm 茗溪堂 2012 著者寄贈
大町市立大町山岳博物館…（編） 北アルプス登山史資料2…：…白馬岳周辺登山史 314p…/…30cm 大町市立大町山岳博物館 2012 発行者寄贈
全日本山岳写真協会…（編） 山稜2012…：…2012年全日本山岳写真展作品集 210p…/…22cm 全日本山岳写真協会 2012 発行者寄贈
松本市立博物館…（編） 城山の自然と歴史…（アルプス公園周辺ガイドブック）… 103p…/…22cm 松本市山と自然博物館 2012 発行者寄贈
山口耀久…（著）…福島功夫…（解説）山頂への道（平凡社ライブラリー…No.772） 361p…/…16cm 平凡社 2012 出版社寄贈
角幡唯介… 探検家、36歳の憂鬱 238p…/…19cm 文藝春秋 2012 出版社寄贈
テンジン・ヌルブ（絵）…大谷映芳（編） テンジン・ヌルブ絵画集…：…ヒマラヤ最奥の聖地から 19 × 26cm アースワークスソサエティ 2011 発行者寄贈
野口邦和（監修）日本勤労者山岳連盟（編）放射線と登山道 79p…/…21cm 桐書房 2012 編者寄贈
ディアス（著）…三井孝夫（訳）ブランカ山脈・ワイワッシュ山脈…：…ペルー…2006-2007年版 180p…/…22cm 三井孝夫（私家版） 2006 三井祥子氏寄贈
白須浄眞… 大谷探検隊研究の新たな地平 384p…/…23cm 勉真出版 2012 購入
横浜山岳会…（編著） 生涯登山を目指して…：…横浜山岳会創立80周年記念誌 368p…/…26cm 横浜山岳会 2012 発行者寄贈
宮家準… 修験道…：…その伝播と定着 340p…/…21cm 法蔵館 2012 出版社寄贈
Sale,…Richard The…Challenge…of…K2…：…A…History…of…the…Savage…Mountain 227p…/…24cm Pen…&…Sword 2011 中村保氏寄贈
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平
成
24
年
度
第
５
回（
９
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
24
年
９
月
12
日
㈬
19
時
〜

21
時　

場
所　

日
本
山
岳
会
集
会
室

【
出
席
者
】
尾
上
会
長
、
西
村
副
会
長
、

高
原
・
森
・
小
林
各
常
務
理
事
、

野
澤
・
中
山
・
永
田
・
萩
原
・

節
田
・
古
野
・
川
瀬
各
理
事
、
平

井
監
事

【
欠
席
者
】
吉
永
副
会
長
、
浜
崎
監
事

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
柏
編
集
人

【
審
議
事
項
】

１
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
の
今

後
に
つ
い
て（
中
山
）

武
漢
で
中
国
・
韓
国
側
と
会
談
。
両

国
の
当
該
行
事
に
対
す
る
高
い
評
価
を

ふ
ま
え
、
議
定
書
通
り
、
２
０
１
５
年

ま
で
継
続
す
る
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
の
所
管
で
行
な
い
、
経
費
に
つ
い

て
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
予
算

と
は
別
に
扱
う
。…

（
承
認
）

な
お
、
本
年
は
、
中
国
主
催
で
８
月

７
日
か
ら
14
日
武
漢
で
行
な
わ
れ
、
学

生
は
、日
本
隊
５
名
、韓
国
隊
10
名
、中

国
隊
14
名
が
参
加
。
登
山
よ
り
交
流
に

重
点
を
置
い
た
催
し
で
、
学
生
に
は
評

価
が
高
く
、
い
ま
だ
学
生
の
交
流
は
続

い
て
い
る
。

２
・
東
海
支
部
「
猿
投
の
森
」
隣
接
地

受
贈
に
か
か
わ
る
協
定
書
に
つ
い
て

（
高
原
）

先
般
受
贈
し
た
「
猿
投
の
森
」
隣
接

地
に
つ
い
て
、
本
部
と
東
海
支
部
間
で
、

そ
の
使
用
に
関
す
る
協
定
を
結
ぶ
。

…
（
承
認
）

３
・
広
島
支
部
ル
ー
ム
取
得
及
び
使
用

に
か
か
わ
る
協
定
書
に
つ
い
て（
高
原
）

先
般
購
入
し
た
「
支
部
ル
ー
ム
」
に

つ
い
て
、
本
部
と
広
島
支
部
間
で
、
そ

の
取
得
及
び
使
用
に
関
す
る
協
定
を
結

ぶ
。…

（
承
認
）

４
・
委
員
会
の
新
設
に
つ
い
て（
西
村
、

高
原
）

常
務
理
事
会
で
検
討
し
て
き
た
組

織
改
善
の
一
環
で
、
以
下
の
委
員
会
を

24
年
10
月
１
日
に
新
設
す
る
。

①
当
初
の
目
的
を
遂
げ
た
「
法
人
運
営

適
正
化
Ｐ
Ｔ
」
を
、
今
後
の
諸
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、「
公
益
法
人
運
営
委
員

会
」
と
改
称
し
常
設
の
委
員
会
に
す
る
。

Ｐ
Ｔ
同
様
、
担
当
理
事
に
は
吉
永
副
会

長
、
委
員
長
に
は
佐
野
リ
ー
ダ
ー
が
あ

た
る
。

②
広
報
的
な
活
動
が
増
え
て
い
る
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会
」
を
総
務
委

員
会
か
ら
独
立
し
た
委
員
会
と
し
、

「
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
」
と
改

称
す
る
。
担
当
理
事
に
は
永
田
理
事
、

委
員
長
に
は
多
田
委
員
長
が
あ
た
る
。

…

（
承
認
）

５
・
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い

て（
高
原
）

組
織
改
善
の
一
環
と
し
て
、
委
員
会

規
程
を
24
年
10
月
１
日
に
一
部
改
正
を

す
る
。

①
４
条
に
委
員
資
格
と
し
て
入
会
後
２

年
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
廃
止
す
る
。

②
第
５
条
の
委
員
定
数「
20
名
程
度
」を

現
実
的
な
「
原
則
と
し
て
20
名
程
度
ま

で
」
に
す
る
。

③
第
６
条
及
び
第
７
条
の
予
算
や
決
算

報
告
な
ど
の
提
出
・
報
告
期
限
を
明
確

に
す
る
。

改
正
案
の
第
７
条
で
、
事
業
報
告
の

提
出
日
を
、
４
月
末
日
か
ら
４
月
15
日

に
訂
正
す
る
。…

（
承
認
）

６
・「
山
は
み
ん
な
の
宝
」憲
章
制
定
賛

同
呼
び
か
け
人
に
つ
い
て�

（
尾
上
）

継
続
審
議
で
あ
っ
た
当
該
依
頼
に

つ
い
て
、「
山
は
み
ん
な
の
宝
」
憲
章
制

定
委
員
会
の
上
氏
に
説
明
を
求
め
た
。

運
動
の
主
旨
は
理
解
で
き
、
賛
同
に
応

じ
て
も
問
題
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

た
め
、
当
該
依
頼
に
応
じ
る
。…（
承
認
）

７
・
会
長
特
別
表
彰
候
補
に
つ
い
て

（
高
原
）

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
頂
最
高
齢
記
録

を
塗
り
替
え
た
渡
邉
玉
枝
会
員
を
会
長

特
別
表
彰
候
補
と
し
て
推
薦
す
る
。

…

（
承
認
）

８
・
収
益
事
業
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
Ｐ

Ｔ
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て（
節
田
）

以
下
の
会
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。

大
蔵
喜
福
（
１
０
５
３
９
）、
中
村
達

（
１
４
２
３
９
）、
山
口
章
（
１
５
０
７

２
）…

（
承
認
）

９
・
ル
ー
ム
検
討
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
追
加

に
つ
い
て（
森
）

以
下
の
会
員
を
メ
ン
バ
ー
に
追
加

す
る
。

神
㟢
忠
男
（
６
０
０
２
）…

（
承
認
）

10
・
入
会
希
望
者
に
つ
い
て（
高
原
）

24
名
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

会

務

報

告
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…

（
承
認
）

【
報
告
事
項
】 

１
・
Ｐ
Ｔ
報
告

①
ル
ー
ム
検
討
Ｐ
Ｔ（
森
）　

会
長
か
ら
、

資
料
お
よ
び
図
書
の
保
管
・
管
理
場
所

を
検
討
し
、
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
会
議

室
と
し
て
検
討
す
る
よ
う
依
頼
を
受
け

た
。
当
Ｐ
Ｔ
で
は
同
意
す
る
旨
を
会
長

に
報
告
し
た
。
具
体
案
は
、
担
当
理
事

を
中
心
に
理
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。

②「
山
の
日
」制
定
Ｐ
Ｔ（
萩
原
）　
「
山

の
日
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
会
議
（
10

月
３
日
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
）
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
、「
山
の
日
」
制
定
協
議
会
と
し

て
正
式
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
し
た
。

総
合
司
会
を
尾
形
日
山
協
専
務
理
事
、

基
調
講
演
を
船
村
徹
会
員
が
行
な
う
。

予
算
１
０
０
万
円
は
山
岳
５
団
体
で
負

担
す
る
。

２
・
24
年
４
月
〜
８
月
の
会
計
実
績
状

況
に
つ
い
て（
小
林
）

資
料
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
支
出

は
前
年
度
と
同
じ
だ
が
入
会
者
が
増
え
、

入
会
金
会
費
収
入
は
下
げ
止
ま
っ
た
と

み
て
い
る
。

３
・
寄
付
の
受
入
れ
報
告
（
広
島
、
福

島
支
部
）
に
つ
い
て（
小
林
）

支
部
ル
ー
ム
の
什
器
備
品
購
入
の

た
め
、
会
員
お
よ
び
支
部
友
会
員
１
１

７
名
か
ら
広
島
支
部
に
３
４
７
万
５
０

０
０
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
パ

キ
ス
タ
ン
未
踏
峰
登
山
の
資
金
と
し
て

福
島
支
部
に
45
名
か
ら
4５
万
４
０
０
０

円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

４
・
高
尾
の
森
親
子
森
林
体
験
ス
ク
ー

ル
覚
書
に
つ
い
て（
高
原
）

以
前
よ
り
京
王
電
鉄
㈱
と
当
会
高

尾
の
森
づ
く
り
の
会
で
共
催
し
て
い
た

当
該
体
験
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
改
め

て
両
者
で
覚
書
を
交
わ
し
た
。

５
・
カ
シ
オ
腕
時
計
頒
布
覚
書
に
つ
い

て（
高
原
）

24
年
９
月
よ
り
受
付
を
開
始
す
る

カ
シ
オ
腕
時
計
頒
布
に
つ
い
て
、
カ
シ

オ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア
ド
バ
ン
ス
㈱
と

当
会
が
覚
書
を
交
わ
し
た
。

６
・
大
町
山
岳
博
物
館
よ
り
寄
託
資
料

（
写
真
）
掲
載
許
可
申
請
に
つ
い
て
（
高

原
）

「
ス
イ
ス
山
岳
観
光
の
黄
金
期
と
日
本

人
」
で
使
用
す
る
写
真
の
掲
載
を
承
認

し
た
。

７
・
㈱
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
よ

り
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
」
配
信
許

可
願
い
に
つ
い
て（
高
原
）

承
認
し
た
。

８
・
舟
橋
栄
子
会
員
よ
り
、
マ
ナ
ス
ル

資
料
撮
影
及
び
ビ
デ
オ
作
品
へ
の
掲
載

許
可
つ
い
て（
高
原
）

承
認
し
た
。

９
・
池
田
常
道
会
員
よ
り
「
槙
さ
ん
一

行
の
ア
イ
ガ
ー
写
真
」
の
転
載
許
可
願

い
に
つ
い
て（
高
原
）

承
認
し
た
。

10
・
集
会
委
員
会
よ
り
、
晩
餐
会
記
念

山
行
で
の
配
付
タ
オ
ル
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク

使
用
願
い
に
つ
い
て（
高
原
）

承
認
し
た
。

11
・
学
生
部
イ
ン
ド
・
ザ
ン
ス
カ
ー
ル

登
山
隊
に
つ
い
て（
高
原
）

８
月
23
日
付
け
の
朝
日
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。

12
・
支
部
の
並
び
順
序
に
つ
い
て（
高

原
）曖

昧
だ
っ
た
支
部
の
並
び
を
、
全
国

地
方
公
共
団
体
コ
ー
ド
に
準
じ
る
こ
と

に
総
務
委
員
会
で
決
定
し
た
。

13
・
年
次
晩
餐
会
に
つ
い
て（
高
原
）

今
年
度
の
年
次
晩
餐
会
で
は
図
書

委
員
会
が
図
書
交
換
会
を
行
な
う
。
ま

た
来
年
度
の
晩
餐
会
に
つ
い
て
、
開
催

場
所
、
そ
の
他
方
法
に
つ
い
て
の
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。

14
・
会
員
資
格
復
活
に
よ
る
永
年
会
員

に
つ
い
て（
高
原
）

宇
田
川
会
員
か
ら
永
年
会
員
の
申

請
が
あ
っ
た
。
旧
会
員
在
籍
年
数
を
検

討
の
上
、
永
年
会
員
と
判
断
し
た
。

15
・
日
本
山
岳
遺
産
基
金
よ
り
の
報
告

に
つ
い
て（
高
原
）

７
月
21
日
、
22
日
に
「
マ
ナ
ー
＆
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ･

チ
ャ
レ
ン
ジ
in
尾
瀬
」

を
行
な
っ
た
。

16
・『
山
』
９
月
号
に
つ
い
て（
柏
）

日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
報
告
、

寄
付
に
つ
い
て
の
記
事
な
ど
を
掲
載
の

予
定
。

17
・
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て（
高

原
）当

該
理
事
は
、
９
月
末
ま
で
に
所
定

書
類
で
行
な
う
よ
う
依
頼
が
あ
っ
た
。

【
今
後
の
予
定
】

１
・
評
議
員
懇
談
会
（
９
月
28
日
15
時

よ
り
）
初
開
催
と
な
る
。

２
・
当
会
主
催
行
事
の
弁
護
士
に
よ
る

法
的
問
題
勉
強
会
（
11
月
15
日
予
定
）

３
・
第
２
回
委
員
長
・
Ｐ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー

会
議
（
平
成
25
年
１
月
予
定
）

４
・
第
44
回
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
10
月
27
日
）

５
・
ウ
イ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
（
於
：
山
研　

２
月
）

６
・
２
０
１
２
岳
都
・
松
本「
山
岳
フ
ォ

ー
ラ
ム
」（
11
月
25
日
）
参
加
に
つ
い
て

尾
上
会
長
出
席
。
ま
た
成
川
「
山
の

日
」
制
定
協
議
会
代
表
幹
事
が
「
山
の
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日
」
の
報
告
の
た
め
出
席
す
る
。

７
・
播
隆
上
人
企
画
展
（
９
月
28
日
よ

り
）

８
・
都
岳
連
講
習
会
（
気
象
、
基
礎
技

術
他
）
３
件

９
・
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
岐
阜
大
会
（
10

月
13
日
〜
15
日
）

10
・
国
立
登
山
研
修
所
主
催
の
「
安
全

登
山
普
及
指
導
者
中
央
研
修
会
」（
11

月
２
日
〜
４
日
）

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
よ
り
３

名
出
席
予
定
。　
　

9月9月

1
日　

千
葉
支
部　

自
然
保
護
委
員
会

3
日　

総
務
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く
り

の
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

4
日　

図
書
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

5
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

集

会
委
員
会　

法
人
化
Ｐ
Ｔ

6
日　

常
務
理
事
会

7
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

10
日　

青
年
部　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ　

ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

11
日　

図
書
委
員
会　

山
岳
研
究
所
運

営
委
員
会　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
小
委
員
会　

九
五
会

12
日　

休
山
会　

理
事
会　

自
然
保
護

員
会　

山
想
倶
楽
部

13
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳

地
理
ク
ラ
ブ

15
日　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会　

山
の
自
然
学
研

究
会

18
日　

01
会

図
書
管
理
委
員
会

資
料

映
像
委
員
会

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

19
日　

三
水
会　

20
日　

二
火
会　

科
学
委
員
会　

海
外

委
員
会　

つ
く
も
会

21
日　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ　

00
会

24
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委

員
会

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

25
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

26
日　

緑
爽
会　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会　

み
ち
の
り
山
の
会

27
日　

学
生
部　

山
遊
会　

法
人
運
営

適
正
化
Ｐ
Ｔ

28
日　

評
議
員
懇
談
会

29
日　

土
曜
会　

01
会９

月
来
室
者
495
名

会
員
異
動（
９
月
）

物
故

横
山
征
平
（
１
２
２
７
０
）
12
・
8
・
30

百
田
高
子
（
１
１
１
３
５
）
12
・
6
・
30

退
会

田
畑
真
一
（
６
２
１
７
）

片
柳　

洋
（
１
４
９
１
４
）　

栃
木

片
柳
澄
子
（
１
４
９
１
５
）　

栃
木
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インフォメーション

◆
年
次
晩
餐
会
開
催
の
ご
案
内

総
務
委
員
会

本
年
の
催
物
は
、
図
書
委
員
会
主
催

の
図
書
交
換
会
で
す
。
４
０
０
冊
の
蔵

書
を
、
広
い
会
場
で
た
く
さ
ん
の
会
員

の
方
々
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。　

講
演
会
は
、
女
性
で
世
界
最
年
長
で

エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
さ
れ
た
渡
邊
玉
枝
さ

ん
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。（
詳
細
は

『
山
』
11
月
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

期
日　

12
月
１
日
㈯

場
所　

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
ア
ネ

ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
５
階（
Ｊ
Ｒ
品

川
駅
前
）

◆
第
30
回
図
書
交
換
会

図
書
委
員
会

恒
例
の
図
書
交
換
会
を
、
今
年
は
年

次
晩
餐
会
で
開
催
し
ま
す
。（
出
品
目
録

は
12
〜
13
㌻
に
掲
載
）。

13
時
30
分
か
ら
開
場
し
、
陳
列
し
た

本
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
じ
っ
く
り

本
を
選
び
た
い
方
は
早
め
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
14
時
か
ら
購
入
申
込
を
開
始

し
ま
す
。
な
お
、
年
次
晩
餐
会
に
出
席

さ
れ
な
い
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
。
例

年
通
り
、
事
前
申
込
み
も
受
付
け
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日
㈯
14
時
か
ら
購
入
申

込
み
を
開
始

場
所　

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

年
次

晩
餐
会
会
場　

展
示
会
コ
ー
ナ
ー

問
合　

三
好
ま
き
子
（

０
９
０（
８

０
１
９
）８
６
０
１

344m
m
@
m
be.nifty.com

）

◆
晩
餐
会
記
念
山
行
の
ご
案
内　

集
会
委
員
会

今
年
の
晩
餐
会
記
念
山
行
は
、
愛
鷹

連
峰
最
高
峰
の「
越
前
岳
」に
登
り
ま
す
。

冠
雪
し
た
富
士
山
が
眼
前
に
迫
り
、
遥

か
遠
く
に
は
相
模
湾
が
光
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
素
晴
ら
し
い
展
望
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
往
復
と
も
、
貸
し

切
り
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
㈰
雨
天
決
行

場
所　

愛
鷹
連
峰
「
越
前
岳
」

集
合　

Ｊ
Ｒ
品
川
駅
港
南
口　

７
時
半

解
散　

Ｊ
Ｒ
品
川
駅
港
南
口　

17
時
半

を
予
定

費
用　

３
０
０
０
円
（
往
復
バ
ス
代
、

写
真
代
等
）

申
込　

年
次
晩
餐
会
へ
の
出
欠
と
あ
わ

せ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
講
演
会
―
―
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
み
る

「
山
の
報
道
」

東
京
多
摩
支
部

谷
川
岳
一
ノ
倉
沢
の
宙
吊
り
遭
難
、

薬
師
岳
で
の
愛
知
大
学
生
遭
難
な
ど
、

昭
和
時
代
の…

映
像
を
上
映
。

ニ
ュ
ー
ス
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活

躍
し
た
羽
田
栄
治
会
員
に
、
当
時
の
世

相
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈯
18
〜
20
時

会
場　

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
・

ア
イ
ム　

ア
イ
ム
ホ
ー
ル
（
立

川
市
曙
町
２-

36-

２
）

講
師　

羽
田
栄
治
会
員

定
員　

先
着
１
８
０
名

問
合　

岡
義
雄
（

０
９
０（
２
１
４

１
）５
０
５
７

okayoshio@
ozzio.jp

）

＊
入
場
無
料
。

◆
戸
狩
温
泉
ス
キ
ー
懇
親
会集

会
委
員
会

25
年
１
月
の
ス
キ
ー
懇
親
会
は
戸

狩
温
泉
ス
キ
ー
場
に
て
開
催
し
ま
す
。

現
地
集
合
・
現
地
解
散
。

日
程　

平
成
25
年
１
月
20
日
㈰
〜
22
日

㈫

費
用　

ス
キ
ー
参
加
者…

：
２
万
２
０
０

０
円
／
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
参
加
者…

：
２
万
３
０
０
０
円
＋
ガ
イ
ド

費
用
別
途
徴
収
（
通
信
費
、
保

険
料
、
懇
親
会
費
用
等
含
む
）

宿
泊　

戸
狩
温
泉
（
民
宿
メ
ー
プ
ル
ハ

イ
ム
）

定
員　

30
名

申
込　

12
月
20
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、
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坂
本
矩
祥
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
「
２

０
１
２
年
６
月
24
日
、
逝
去
」
は
、「
２

０
１
２
年
６
月
23
日
、
逝
去
」
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
、
お
詫
び
し
ま
す
。

❖
編
集
後
記
❖

◦
今
月
は
、
福
島
支
部
に
よ
る
カ
ラ
コ

ル
ム
未
踏
峰
登
頂
や
埼
玉
支
部
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
登
山
な
ど
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
学
生
部
か

ら
は
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
未
踏
峰
登
頂
の
便

り
も
届
い
て
い
ま
す
（
今
年
中
に
掲
載

予
定
）。
国
内
外
問
わ
ず
、登
山
や
そ
の

ほ
か
の
活
動
報
告
が
会
報
を
に
ぎ
や
か

に
飾
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
今

後
と
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◦
巻
頭
は
飯
田
肇
会
員
に
立
山
連
峰
の

積
雪
環
境
と
氷
河
に
つ
い
て
解
説
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。４
年
間
の
調
査
は
、日

本
初
の
現
在
も
活
動
す
る
氷
河
発
見
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

（
柏
澄
子
）

人
間
が
作
り
出
す
環
境
問
題
と
も
直
面

し
て
い
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
つ
い
て
、
栗
城

史
多
さ
ん
、
谷
口
け
い
さ
ん
、
野
口
健

さ
ん
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
魅
力
と
自
然
に
つ

い
て
語
る
会
。

日
時　

11
月
30
日　

18
時
30
分
〜
21
時

場
所　

六
本
木
ヒ
ル
ズ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
プ

ラ
ザ
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ホ
ー
ル

定
員　

４
０
０
名
（
先
着
順
）

参
加
費（
懇
親
会
費
込
み
）一
般
３
０
０

０
円
、会
員
・
学
生
２
５
０
０
円

主
催　

日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会

後
援　

日
本
山
岳
会
ほ
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
高
橋
聰　

（
〒
102-

0072…

千
代
田
区
飯
田
橋

２-

12-

10

０
３（
３
２
２
２
）０
９
０
８

sto@
orion.ocn.ne.jp

）

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
り
ま
す
。

◆
「
小
島
烏
水
祭
」
計
画
に
つ
い
て

四
国
支
部

四
国
支
部
は
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
４
月
13
日
㈯
と
14
日
㈰
に
香
川
県
高

松
市
内
で「
小
島
烏
水
祭
」開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
烏
水
は
来
年
、
生
誕
１

４
０
年
を
迎
え
、
節
目
の
年
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
第
１
回
目
の
記
念
開
催
は
特

に
全
国
か
ら
大
勢
の
会
員
の
出
席
を
願

っ
て
い
ま
す
。

13
日
、
香
川
県
内
の
観
光
巡
り
と
前

夜
祭
を
開
く
。
夕
方
か
ら
は
ホ
テ
ル
で

前
夜
祭
を
行
な
い
ま
す
。

14
日
、
記
念
式
典
。
烏
水
の
顕
彰
碑

を
建
立
す
る
高
松
市
内
の
峰
山
公
園
で

除
幕
式
を
行
な
い
ま
す
。
こ
の
後
、
記

念
講
演
会
を
予
定
。

詳
細
な
日
時
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
受

付
要
項
な
ど
、
改
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
と
環
境
と
夢
を

語
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

貴
重
な
自
然
環
境
で
あ
り
な
が
ら
、

『
木
の
目
草
の
芽
』
９
月
号
を
発
行

自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
機
関
紙
『
木
の

目
草
の
芽
』
９
月
号
（
最
新
号
）
を
発

行
し
ま
し
た
。
１
０
０
号
記
念
と
な

る
今
号
は
、
発
刊
当
時
か
ら
の
編
集

担
当
委
員
に
よ
る
鼎
談
記
事
や
記
念

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
尾
瀬
全
国
集

会
で
の
「
分
科
会
全
体
討
議
」、「
支
部

報
告
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

機
関
紙
は
年
6
回
隔
月
発
行
、
購

読
料
は
年
間
千
円
（
送
料
込
み
）
で
す
。

購
読
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
：
川
口
章
子

０
４
７（
４
６
３
）８
７
２
１

syuaki@
pony.ocn.ne.jp

・
振
込
先
（
郵
便
振
替
：
０
０
１
８
０

-

４-

７
１
０
６
８
８　

加
入
者

＝
川
口
章
子
）
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問
合　
（
社
）
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会　

０
３-

３
４
９
１-

０
３
１

４
（
平
日
13
〜
17
時
）

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

■
岩
橋
崇
至
写
真
展
「
山
の
組
曲
〜
北

ア
ル
プ
ス
〜
」

人
を
育
む
自
然
の
素
晴
し
さ
を
次

世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
強

い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
北
ア
ル
プ
ス
の

作
品
20
点
を
紹
介
し
ま
す
。

期
間　

11
月
13
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈭

（
９
〜
17
時
、
月
曜
休
館
）

会
場　

田
淵
行
男
記
念
館
（
長
野
県
安

曇
野
市
豊
科
南
穂
高
５
０
７

８-

２　

０
２
６
３
（
７
２
）

９
９
６
４)

入
場
料

３
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

＊
岩
橋
崇
至
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
サ

イ
ン
会
を
、
11
月
13
日
㈫
10
時
30
分
よ

り
開
催
。

▪
『
山
岳
』
第
百
七
年
で
訂
正

２
０
４
㌻
の
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版

世

界
の
探
検
大
百
科
』
の
定
価
が
「
１
５

０
０
円
＋
税
」
は
、「
１
万
５
０
０
０
円

＋
税
」の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
、お

詫
び
し
ま
す
。…
（
山
岳
編
集
委
員
会
）

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

▪
訂
正
と
お
詫
び

　

９
月
（
８
０
８
）
号
５
㌻
、追
悼
記
事
、




